
東海大学付属諏訪高校 （長野・私立）
テーマ ▶ フォローアップ配信　　 目的 ▶ 理解できるまで繰り返し、自学自走できる生徒を育てたい

リクルートサービスを活用した実践事例

　

東
海
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す
「
総
合
進

学
コ
ー
ス
」、国
公
立
大
学
な
ど
を
目
指
す「
S

コ
ー
ス
」が
あ
る
普
通
科
と
、理
数
科
が
あ
る

東
海
大
学
付
属
諏
訪
高
校
。I
C
T
導
入
の

た
め
の
環
境
整
備
は
2
0
1
7
年
と
早
く
、ス

タ
デ
ィ
サ
プ
リ
も
当
時
か
ら
放
課
後
部
活
の

「
進
学
探
究
会
」で
活
用
し
て
き
た
。

「『
進
学
探
究
会
』の
目
的
は
、自
学
自
走
で

き
る
生
徒
の
育
成
で
す
。
参
加
者
は
理
数
科

や
S
コ
ー
ス
の
生
徒
を
中
心
に
70
〜
80
名
ほ

ど
。
授
業
後
の
7
時
間
目
に
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
レ
ベ
ル
で
英
数
国
の
復
習
を
し
、

8
時
間
目
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
課
題
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
基
礎
力
が
あ
る
生
徒
は
伸
び
ま
す

が
、問
題
は
、中
学
校
の
既
習
範
囲
を
理
解
で

き
て
い
な
い
生
徒
た
ち
。当
校
で
も
、こ
こ
数
年

は
学
び
直
し
が
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
22

年
度
は
全
校
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
決

ま
っ
た
の
で
、予
習
復
習
に
使
え
る
ス
タ
デ
ィ
サ

プ
リ
の
全
校
導
入
を
決
め
ま
し
た
」と
情
報
管

理
室
長
の
武
藤
健
先
生
。

　

導
入
し
た
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
を
活
用
し
、こ

の
1
年
で
、最
も
成
果
が
上
が
っ
た
の
は
、中

学
英
語
の
学
び
直
し
だ
っ
た
と
い
う
。

「
こ
こ
数
年
、当
校
で
は
中
学
の
既
習
範
囲
を

完
全
に
理
解
で
き
て
い
な
い
1
年
生
が
約
８
割

で
し
た
。
そ
こ
で
、ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
中
学

2
、3
年
生
の
講
座
か
ら
、比
較
的
取
り
組
み

や
す
い
リ
ス
ニ
ン
グ
や
文
法
、関
係
代
名
詞
な

ど
の
学
び
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
、中
学
の
既
習

範
囲
が
理
解
で
き
て
い
な
い
生
徒
が
６
割
に
ま

で
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
で
は
、長

期
休
暇
に
学
び
直
し
や
授
業
の
復
習
課
題
も

配
信
し
て
い
た
の
で
、ほ
か
の
ク
ラ
ス
よ
り
も
実

力
診
断
テ
ス
ト
の
成
績
も
か
な
り
高
く
な
り

ま
し
た
。
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

配
信
機
能
を
使
う
と
、課
題
未
提
出
の
生
徒

や
正
答
率
が
低
い
生
徒
に
繰
り
返
し
課
題
を

配
信
し
て
く
れ
る
の
で
、生
徒
た
ち
は
理
解
で

き
る
ま
で
学
び
続
け
ら
れ
る
。
教
員
も
プ
リ
ン

ト
す
る
手
間
な
ど
が
省
け
る
の
で
、楽
で
す

ね
」と
英
語
の
山
田
秀
先
生
。

　

反
転
授
業
や
定
期
試
験
前
の
繰
り
返
し
学

習
で
成
果
を
上
げ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「『
地
球
環
境
問
題
』や
『
地
球
的
課
題
と

S
D
G
s
』な
ど
の
重
要
な
テ
ー
マ
は
、生
徒
が

関
心
を
も
ち
、深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
、予

習
と
し
て
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
の
動
画
を
活
用

し
、授
業
後
は
正
答
率
が
１
０
０
％
に
な
る
ま

で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
配
信
を
活
用
し
ま
し
た
。定

期
試
験
で
、こ
れ
ら
の
範
囲
は
非
常
に
点
数
が

高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、繰
り
返
し
学
習
の
効
果

を
実
感
し
て
い
ま
す
」と
、社
会
の
横
井
宏
典

先
生
。
数
学
の
松
元
咲
里
南
先
生
も
、「
重
要

な
単
元
は
、定
期
試
験
前
に
生
徒
全
員
の
正

答
率
が
１
０
０
％
に
な
る
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

配
信
を
行
う
と
、試
験
の
点
数
が
上
が
り
ま

す
」と
話
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
、「
来
年
度
は
多

く
の
教
科
で
本
格
活
用
を
進
め
、自
学
自
走

で
き
る
生
徒
を
増
や
し
た
い
」と
武
藤
先
生
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
機
に

中
学
の
学
び
直
し
を
強
化
し
、

自
学
の
習
慣
づ
く
り
を
し
た
い
！

課題

学
び
直
し
や
週
末
課
題
も
、

正
答
率
１
０
０
％
に
な
る
ま
で

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
配
信

活用

授業も中学復習も、「フォローアップ配信」で、
生徒が100％理解するまで学び切る習慣づくりを

創立1963年／普通科・理数科
（男女）　生徒数926人（男子
513人、女子413人）　進路状況
（2022年3月実績）大学211人、
短大18人、専門学校等58人、就
職13人、その他10人

スタディサプリ活用法
生徒の「デジタル親和性」を
高めるために、時間的な猶予を与え、
提出率や取組率を上げる

スタディサプリ活用の
目的の一つは、生徒
のデジタル親和性（デ
ジタル教材に慣れる）
の向上だと考えていま
す。これは教員にも言
えることです。デジタル
親和性が向上すれ
ば、提出率や取組率

は上がるので、今年度の学び直しに関しては、
「期末テストまでにやってね」と、取り組む期間を２
カ月くらい与えています。毎日コツコツ勉強する生
徒もいれば、短期集中型もいるので、急がせない
ことが大切です。ただし、学期の終わりに未提出
の場合は、強制的な居残りもさせています。今後
はテスト前学習や、部活動の遠征中の学習課題
としても活用していきたいですね（1年生英語・山
田 秀先生）。

授業前の事前学習に動画配信。
授業後にフォローアップ配信。
今後も継続的に活用したい

発展的な内容を理解
するためには基礎知
識の習得が重要で
す。スタディサプリの
動画視聴と確認テス
トを反転授業として活
用し、理解が乏しい場
合は、フォローアップ
配信で繰り返し事前

学習をさせることで、授業の理解度は高まりま
す。さらに授業終了後は、正答率が100％にな
ることを提出完了の条件としてフォローアップ配
信をしていけば、生徒たちの力は確実について
きます。授業前の予習に動画配信＋復習の課
題配信を継続的に行っていきたいですね（1年
生社会・横井宏典先生）。

フォローアップ配信を活用して
正答率100%を目指すことで、
生徒たちの力がついた

ワンランク上の受験を
したい「Sコース」の生
徒の中には、数学が
すごく好きで、スタディ
サプリを使って楽しみ
ながら勉強をしている
生徒もいます。真面目
な生徒が多いので、
「ここは重要な単元だ

から覚えておいてね」「次のテストに出るから勉
強しよう」とフォローアップ配信をすると、ちゃんと
勉強をしてきます。正答率が100％になるまで、
何回も挑戦しているうちに知識が身につくので、
テストの点も上がってきたと思います。自学する
生徒が増えてきた印象がありますね（1年生数
学・松元咲

え り な

里南先生）。
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61 2023 APR. Vol.446


